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記録上最も古い賽銭箱は、

1540年に鶴岡八幡宮に置かれ

た賽銭箱が日本最古とされ

る。室町時代に伊勢参宮や本

山詣が庶民に広がり、賽銭を

奉る風習が定着したとある。 
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①②③ とも二国神社 

切下型金幣（きんぺい）

９ 

文政四→１８２１年 

獻主（けんしゅ：願

主）→寄進 

吉祥日（きつじょう

にち）→行事を行う

のに吉とされる日 

同苗（どうびょう）

→同じ名前（苗字） 

但州→兵庫県北部 

金幣（お祓いの時に使用）の制作者は出石

邑（村）の兼光と言う人物。寄進をしたの

は西枚田村の枚田氏道接と枚田冶左衛門。

江戸時代の文政４年に金浦から和田山の枚

田氏に寄進のお願いをした結果だと思われ

る。枚田氏は立派な構えの家に住む地主。 

天保１３年→１８４

２年 金幣→神に祈

る時に捧げ、お祓い

に使う。 

１５円  昭和

時代、三宅博

さんの伯父。

事業で成功を

収め金浦もそ

の恩恵に多々

あずかる。 


